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令和４年 第５回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和 ４年 ５月２７日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和４年 第５回 

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ３号 農地転用事業計画変更承認申請について 

日程第１０ 議案第 ４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第 ５号 農用地利用集積計画について 

日程第１２ 議案第 ６号 非農地証明願について 

日程第１３ 議案第 ７号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について 

 

１ 出席委員 （２３名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ４番 佐々木    弘 委員、  ５番 遊 佐  一 成 委員、 

  ６番 菅 原  勝 宏 委員、  ７番 岩 淵  敬 一 委員、 

  ８番 米 山  嘉 彦 委員、  ９番 阿 部  一 信 委員、 

 １０番 曽 根  金 雄 委員、 １１番 三 浦  正 勝 委員、 

 １２番 鈴 木  和 子 委員、 １３番 芳 賀  博 秋 委員、 

 １４番 尾 形  陽一郎 委員、 １５番 髙 橋    寛 委員、 

 １６番 狩 野  善 典 委員、 １７番 佐々木  耕太郎 委員、 

１８番 髙 橋  榮 一 委員、 １９番 岩 渕    弘 委員、 

２０番 三 浦    栄 委員、 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

   ２２番 大 場  裕 之 委員 

 ２３番 吉 田  優 俊 会長職務代理者 

   ２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

２ 欠席委員 （１名） 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員 
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  世 洋 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主 幹   高 橋    潤 

   農地農政係 主 幹   大 場    香 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。 

 ご苦労様です。ご着席願います。 

 はじめに、私事ですが、前回の総会を欠席してしまいまして、吉田代理をはじめ皆様に

ご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。 

 さて、田植えもほぼ終わり一息といったところですが、市内では新型コロナの感染者が

依然として報告されております。 

感染防止対策を徹底されまして、引き続き健康にご留意いただければと存じます。 

 

 それでは、只今から、令和４年 第５回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 ただいまの出席委員は、２３名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

 欠席の通告があります。 

 議席番号３番 熊谷 ゆり 委員 から所要のため、欠席する旨の通告がございます。 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 なお、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 

 

議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条の規定により、議席番号１番 佐々木

栄夫 委員、議席番号２番 佐藤 勝 委員 の両名を指名いたします。 

 

議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 日程第３、事務報告を行います。事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 議案資料に基づき、令和４年４月２７日から令和４年５月２７日までに実施の事務事業

等の報告並びに、令和４年５月２８日から令和４年６月２８日までに予定している事務事

業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 日程第４、報告第１号、農地の現状変更届出について、を報告いたします。 

 第３区の番号１番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１番は、栗駒地区の 田 ４筆 １,９４４㎡、畑 １筆 ３２２㎡、合計

２,２６６㎡、休耕田の耕作条件性向上のため盛土し土地の高低差を解消し、工事完了後

はぶどうの木を定植する計画である旨の１案件、を説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２３日、議席番号１９番 岩渕 弘 委員、農地利用最適化推進委員の  

佐藤 東一 推進委員、及び、三浦 勇市 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 

 それでは、議席番号１９番 岩渕 弘 委員 から報告願います。 

 

岩渕 弘 委員 

 報告第１号 農地の現状変更届について、去る５月２３日に４名にて、書類審査及び現

地確認を行いました。 

 番号１番の内容につきましては、以前にも何度か別件で許可申請されたところであり、

現況はすでに盛土され段差があり、ぶどうの木が準備され土をかけるばかりの状態であり

ます。許可にあたっては始末書が提出済であり、農地の継続利用が確認できました。 
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以上、報告を終わります。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

 日程第５、報告第２号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告いた

します。 

 第１区の番号１番から２番までの２案件、第２区の番号３番から１３番までの１１案

件、合わせて１３案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １４筆 １２,０８８㎡、双方合意による農地

中間管理事業にかかる賃貸借権解約の１案件、 

 番号２番は、瀬峰地区の 田 ４筆 ４,０４９㎡、売買のための農地法第３条による

賃貸借権解約の１案件、 

 第２区の番号３番は、志波姫地区の 田 １筆 ２,３６８㎡、畑 １筆 ２３７㎡、

合計 ２,６０５㎡、双方合意による農地法第３条による賃貸借権解約の１案件、 

 番号４番は、志波姫地区の 田 ５筆 ４,８０２㎡、畑 ３筆 １,０５０㎡、合計 

５,８５２㎡ 

 番号５番は、志波姫地区の 田 ３筆 ４,９１５㎡、 

番号６番は、志波姫地区の 田 ３筆 ５,３１９㎡、 

 番号７番は、志波姫地区の 田 ３筆 ６,９３１㎡、 

 番号８番は、志波姫地区の 田 ２筆 ２,６３７㎡、 

 番号９番は、志波姫地区の 田 １４筆 ３９,４０２㎡、 

 番号１０番は、志波姫地区の 田 ３筆 ５,２５４㎡、 

 番号１１番は、志波姫地区の 田 ３筆 ３,４４３㎡、 

 番号１２番は、志波姫地区の 田 ５筆 １１,８２３㎡、 

 番号１３番は、志波姫地区の 田 ９筆 １６,４６３㎡、 

いずれも、双方合意による農地中間管理事業にかかる賃貸借権解約の１０案件、 

 以上、１３案件を説明報告。 

 

議長 

これで、日程第５、報告第２号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 

 

 日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

 第１区の番号１番、第２区の番号２番から４番までの３案件、合わせて４案件について 

事務局から報告いたします。 
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事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １筆 ２９１㎡、双方合意による農地中間管理

事業にかかる使用貸借権解約の１案件、 

 第２区の番号２番は、若柳地区の 田 ３０筆 ２４,０４１㎡、畑 ４筆 １,０８１

㎡、合計 ２５,１２２㎡、農地法第３条による使用貸借権解約の１案件、 

 番号３番は、志波姫地区の 田 １筆 ２４３㎡、畑 ３筆 １,７８２㎡、合計 ２,

０２５㎡、 

 番号４番は、志波姫地区の 田１筆 ５９７㎡、 

いずれも、双方合意による農地中間管理事業にかかる使用貸借権解約の２案件、 

 以上、４案件を説明報告。 

 

議長 

これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

 日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限に該当する案件があ

りますので、はじめに、審議を行います。 

 第１区の番号５番の１案件を審議いたします。 

 

 議席番号１７番 佐々木 耕太郎 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願い

ます。 

 暫時休憩いたします。（午後１時４４分）（１７番 佐々木 耕太郎 委員 退席） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後１時４４分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第１区の番号５番は、高清水地区の 田 １筆 １,４７１㎡、畑 １筆 １,０３３

㎡、合計 ２,５０４㎡、所有権移転売買の１案件で許可要件を満たしていることを説

明。 

 

議長 

 次に、去る５月２０日、議席番号２０番 三浦 栄 委員、農地利用最適化推進委員 の  

氏家 優一 推進委員、及び、鎌田 英利 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、鎌田 英利 推進委員 から報告願います。 
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鎌田 英利 推進委員 

 議案第１号の１案件について、去る５月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行

いました。 

 番号５番の内容につきましては、審査基準である全部効率利用要件、地域調和要件を勘

案すると、特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の番号５番の１案件につ

いて、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の番

号５番の１案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、１７

番 佐々木 耕太郎 委員の入場を許可いたします。 

 暫時休憩いたします。（午後１時４６分）（１７番 佐々木 耕太郎 委員 着席） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後１時４６分） 
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 次に、第１区の番号１番から番号４番、および番号６番の５案件について、審議いたし

ます。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １筆 １,４２９㎡、 

 番号２番は、築館地区の 畑 ２筆 １,９８２㎡、いずれも所有権移転売買の２案件、 

 番号３番は、築館地区の 田 ２筆 ４２６㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 番号４番は、高清水地区の 田 １筆 ７７㎡、 

番号６番は、一迫地区の 田 ７筆 ４,４４８㎡、いずれも所有権移転売買の２案件、 

  以上、５案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２０日、議席番号２０番 三浦 栄 委員、農地利用最適化推進委員 の  

氏家 優一 推進委員、及び、鎌田 英利 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 

 それでは、鎌田 英利 推進委員 から報告願います。 

 

鎌田 英利 推進委員 

 議案第１号の案件については、先ほどの４名にて、書類審査及び現地確認を行いまし

た。議案の詳細については事務局から説明のとおりです。 

 番号１番については、農業法人の経営合理化による所有権移転売買、 

番号２番から４番、及び６番については、労力不足と相手方の要望による所有権移転売

買、及び所有権移転贈与となっており、審査基準である全部効率利用要件、地域調和要件

を勘案すると、特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認めます。 
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 次に、第２区の番号７番から１１番までの５案件について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号７番は、若柳地区の 田 １筆 ９９㎡、所有権移転売買の１案件、 

 番号８番は、若柳地区の 田 ３０筆 ２４,０４１㎡、畑 ４筆 １,０８１㎡、合計 

２５,１２２㎡、 

 番号９番は、若柳地区の 田 ２４筆 ２３,６９３㎡、畑 ３筆 ７４８㎡、合計  

２４,４４１㎡、いずれも所有権移転贈与の２案件、 

 番号１０番は、志波姫地区の 田 ２筆 ３７８㎡、畑 ２筆 １,６３７㎡、合計   

２,０１５㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 番号１１番は、志波姫地区の 田 １筆 ３５１㎡、使用貸借権設定の１案件、 

 以上、５案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２３日、議席番号３番 熊谷 ゆり 委員、農地利用最適化推進委員の 

佐々木 進 推進委員、及び 佐々木 貞一郎 推進委員が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いいたします。 

 

それでは、佐々木 進 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 進 推進委員 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、去る５月２３日に４名に

て、書類審査及び現地確認を行いました。 

 詳細については、事務局から説明があったとおりです。 

 番号７番については、経営規模拡大による所有権移転売買、 

 番号８番、９番、１０番については、後継者への経営継承のための所有権移転贈与の３

案件、 

 番号１１番については、農業者年金受給のため経営継承するための使用貸借権設定、 

であります。 

いずれも、許可に当たっては、審査基準である全部効率利用要件や地域調和要件を勘案

しますと、特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

 次に、第３区の番号１２番から番号１４番までの３案件について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第３区の番号１２番は、鶯沢地区の 田 １筆 ４３１㎡、 

 番号１３番は、鶯沢地区の 田 １筆 １,０４４㎡、いずれも、所有権移転売買の２案

件、 

 番号１４番は、鶯沢地区の 田 ７筆 １,７８１㎡、所有権移転贈与の１案件、 

 以上、３案件の説明と許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る５月２３日、議席番号１９番 岩渕 弘 委員、農地利用最適化推進委員の  

佐藤 東一 推進委員、及び、三浦 勇市 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 

 それでは、佐藤 東一 推進委員 から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

 議案第１号について、去る５月２３日に４名にて、書類審査、その後、現地確認調査

を行いました。 

 番号１２番から番号１４番について、内容は事務局から説明があったとおりですが、番

号１２番と１３番は、耕作不便のため所有権移転売買、番号１４番は、労力不足による 

所有権移転贈与となっております。 

許可に当たっては、審査基準である全部効率利用要件や地域調和要件を勘案しますと、

特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から番号４番ま

での４案件、番号６番から番号１４番までの９案件、合わせて１３案件について、原案の

とおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から番号４番までの４案件、番号６番から番号１４番までの９案件、合わせて１３案

件については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 

議長 

 日程第８、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 第１区の番号１番の１案件について、審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の 畑 １筆 ８,１６９㎡のうち１.８１㎡を業務用用

地として一時転用するもので、太陽光発電パネルの支柱箇所として一時転用し、パネル下

部では牧草の作付けを行うものであり、令和元年７月に転用許可を得て既に稼働している

施設であり、今回は事業継続のため更新申請するものであります。 

適切な営農活動の確認については、毎年２月末までに報告いただく収量により確認を取

っております。 

農地区分は、農用地区域内となっておりますが、営農型太陽光発電設備であり、不許可

の例外に該当するものであることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 
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 それでは、氏家 優一 推進委員から報告願います。 
 

氏家 優一 推進委員 

 氏家でございます。 

 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請については、去る５月２０日に４名に

て、書類審査及び現地確認を行いました。 

 現地確認しますと、施設の管理は適切で下部の牧草も刈り払いが行われており、周辺農

地にも影響は与えていないことが確認され、特に問題がないと判断してまいりました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、原案を可とすることに賛成

の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第８ 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請については、 

原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第９、議案第３号 農地転用事業計画変更承認申請について、を議題といたしま

す。 
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第１区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の 田 ５筆 ２,５８２㎡のうち１４.１９㎡を地上権

設定するものであります。 

事業計画内容は、営農型太陽光発電施設を設置し、パネル下部でブルーベリーの栽培を

行うものであり、令和元年８月に転用許可を得て既に稼働している施設だが、当初申請者

の経済的理由から事業売却により新たな事業者へ継承するため申請するものであります。 

また、事業申請にあたり隣接地所有者から承諾を得ていることを確認しております。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 

 それでは、議席番号２０番 三浦 栄 委員から報告願います。 
 

２０番 三浦 栄 委員 

 ２０番、三浦でございます。 

 去る５月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 この案件は、申請の趣旨は事務局説明のとおりであり、現地はブルーベリーが順調に生

育し、周辺農地は田でありますが、排水対策として明渠排水を巡らせており、周辺農地に

与える影響もなく、事業計画の変更には特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

―「はい」の声と挙手 ― 

 

議長 

 １１番 三浦委員。 

 

１１番 三浦 正勝 委員 

 １１番、三浦でございます。 

現地はブルーベリーの生育も順調との報告ですが、気になったのは、３条許可でブルー

ベリーを栽培管理している営農者の方は変更なしでしょうか？ 
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議長 

 事務局説明。 

 

事務局 

 ご質問のとおり、営農者については変更はなく、今回は発電事業にかかる部分のみの 

変更申請です。 

 

議長 

三浦委員、よろしいですか。 

 

三浦 正勝 委員 

了解しました。 

 

議長 

他に質問ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第３号 農地転用事業計画変更承認申請について、原案のとおり承認することに賛

成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第９、議案第３号 農地転用事業計画変更承認申請についての、番号１番

の１案件は、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

日程第１０、議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号５番までの５案件について、審議いたします。 
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 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、所有権移転売買の案件で、築館地区の 畑 １筆 ２９０㎡を業

務用地として転用し、太陽光発電施設を設置するものであります。 

番号２番は、番号１番の転用と同一案件で、築館地区の 畑 １筆 ５７０㎡を業務用

地として転用し太陽光発電施設を設置するもので、番号１番の土地と合わせて全体計画面

積を８６０㎡とするものです。 

 農地区分は、２案件とも都市計画区域内で第１種住居地域に指定されており第３種農地

に該当すること、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

 番号３番は、農地転用事業計画変更承認申請の番号１番の関連案件で、新たな事業者へ

地上権設定するため申請となったものであり、一迫地区の田 ５筆 ２,５８２㎡のうち

１４.１９㎡を転用し、営農型太陽光発電施設を設置するものです。 

 番号４番は、賃貸借権設定の案件で、瀬峰地区の田 １筆 １,４７１㎡を業務用地と

して転用し、太陽光発電施設を設置するものであります。 

農地区分は、第３種農地に該当すること、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

番号５番は、賃貸借権設定の案件で貸出人が番号４番の方と同一者ですが、所在農地が

別のため個々の案件として取り扱うもので、瀬峰地区の畑 ２筆 １,５７３㎡を業務用

地として転用し、太陽光発電施設を設置するものであります。 

こちらも農地区分は、第３種農地に該当すること、雨水の排水計画も妥当であることを

説明。 

 以上、５案件が許可要件を満たしていることを説明。 
 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 

 それでは、議席番号２０番 三浦 栄 委員から報告願います。 
 

２０番 三浦 栄 委員 

 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請については、去る５月２０日に４名に 

て、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番、２番の件は、周辺は住宅に接しており街の中で申請地のみが休耕畑であり、

太陽光発電施設の高さは２ｍということで、現地確認時に隣接地権者と話すことができ、

これをもって周辺住宅に与える影響もないとのことであり、転用許可には特に問題がない

ものと判断しました。 

 番号３番は、先に確認結果を報告済のため説明を割愛します。 

 番号４番は、周辺は宅地と畑であり申請地は一段高い土地となっており、周辺に与える

影響もないようであり、転用許可には特に問題がないものと判断しました。 
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 番号５番は、大雨時に冠水が心配される土地柄でありますが、申請地はＪＲの線路敷と

同じ高さであり、冠水の心配はないようであることから、転用許可には特に問題がないも

のと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「はい」の声と挙手 ― 

 

議長 

 ４番 佐々木 弘 委員。 

 

４番 佐々木 弘 委員 

 ４番、佐々木です。 

 説明のあった各案件の転用許可自体は問題ないのですが、太陽光パネルが何枚張られて

も出力は４９.５ｋｗとなっているが、これは間違いではないのか？ 

 

議長 

 事務局、説明。 

 

事務局 

 太陽光パネルの発電出力については、各案件とも低圧の出力で認可を受けているもので 

パネルでどれだけ発電しても低圧の認可は上限５０ｋｗとなっており、発電した後で出力

制限をかける装置を設置しております。 

 パネル枚数を多くする理由として、天候が曇りなどで発電量が少なくなることがある際

でも、上限まで発電でき得る規模で設置することにより、悪天候時でもより効果的な発電

が見込めることから、案件ごとに枚数が異なっても４９.５ｋｗとなっているものです。 

 

議長 

 佐々木委員、よろしいでしょうか。 

 

４番 佐々木 弘 委員 

 分かりました。 
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議長 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

質疑なしと認めます。 

 

 次に、第２区の番号６番、７番の２案件について、審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号６番は、所有権移転売買の案件で、若柳地区の 田 １筆 ２０９㎡を住

宅用地として転用し、隣接する自己所有の雑種地と併せ、一般個人住宅及び駐車場を建築

造成するものであります。 

 農地区分は、都市計画区域第一種住居区域となっており第３農地です。周辺への影響と

して雨水及び生活雑排水の排水計画も妥当であることを説明。 

 番号７番は、所有権移転贈与の案件で、若柳地区の 畑 １筆 １０３㎡を業務用地と

して転用し、駐車場を造成するものであります。 

 本件は、一部事前着工済のため始末書を添付させております。 

 農地区分は、第１種農地ですが、既存施設の拡張要件により不許可の例外規定で取り扱

いたいと考えます。また、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

 以上、２案件が許可要件を満たしていることを説明。 
 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 

 それでは、佐々木 貞一郎 推進委員から報告願います。 
 

佐々木 貞一郎 推進委員 

 去る５月２３日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号６番の件は、いつでも宅地にできるような状態であり、周辺への影響は特にないと

判断します。 

 番号７番の件は、住宅街の中にある農地で、すでに駐車場が隣接していますが狭隘で車

を回すようなスペースがない状況であり、拡張整備しても周辺への影響は特にないと判断

します。 

 以上、２案件ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について、原案を可とすることに賛成

の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１０、議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請については、 

原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限に該当する案件があ

りますので、はじめに、審議を行います。 

 第１区の番号７番の１案件を審議いたします。 

 

 鎌田 英利 推進委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願います。 

 暫時休憩いたします。（午後２時３０分）（鎌田 英利 推進委員 退席） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後２時３０分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

 第１区の番号７番は、瀬峰地区の 田 ２筆 １０,２７６㎡、新規の賃貸借権設定であ

る旨を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第５号 農用地利用集積計画について、の番号７番の１案件について、原案を可と

することに賛成の委員は、挙手願います。 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画についての、番号７番の１案件

については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、鎌田

英利 推進委員の入場を許可いたします。 

 暫時休憩いたします。（午後２時３２分）（鎌田 英利 推進委員 着席） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後２時３２分） 

 

 次に、第３区の番号１７番、番号１８番の２案件、を審議いたします。 

 議席番号１６番 狩野 善典 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 暫時休憩いたします。（午後２時３２分）（１６番 狩野 善典 委員 退席） 
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議長 

 会議を再開いたします。（午後２時３２分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第３区の番号１７番は、花山地区の 田 １１筆 ６,８４３㎡、 

 番号１８番は、花山地区の 田 １筆 １,２６７㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の２案件を説明。 
 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第５号 農用地利用集積計画についての、第３区の番号１７番、番号１８番の２案

件について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画についての、第３区の番号１７

番、番号１８番の２案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、１６

番 狩野 善典 委員の入場を許可いたします。 

 暫時休憩いたします。（午後２時３４分）（１６番 狩野 善典 委員 着席） 
 

 休憩中の会議を再開いたします。（午後２時３４分） 
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 次に、第１区の番号１番から番号６番、及び番号８番の７案件、について審議いたしま

す。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １２筆 １１,０１２㎡、新規の賃貸借権設定の

１案件、 

 番号２番は、高清水地区の 田 ７筆 ４,４４５㎡、 

 番号３番は、高清水地区の 田 ２筆 １０４㎡、 

 番号４番は、高清水地区の 田 ８筆 ９,１５１㎡、畑 １筆 ２５５㎡、合計 ９,

４０６㎡、 

 番号５番は、高清水地区の 田 １筆 ４,４４７㎡、 

 番号６番は、瀬峰地区の 田 ４筆 ４,０４９㎡、いずれも、所有権移転売買の５案

件、 

 番号８番は、瀬峰地区の 田 ９筆 ８,７３５㎡、農地中間管理事業による新規の賃

貸借権設定の１案件、 

 以上、７案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

ここで、会議開始から１時間以上が経過しましたので、午後２時４５分まで、休憩とい

たします。 
 

（暫時休憩：午後２時３６分から２時４５分まで） 

 

議長 

 休憩中の会議を再開いたします。（午後２時４５分） 
 

 次に、第２区の番号９番から番号１３番までの５案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第２区の番号９番は、若柳地区の 田 １筆 １５４㎡、所有権移転売買の１案件、 

 番号１０番は、若柳地区の 田 ２筆 ８８３㎡、更新の賃貸借権設定の１案件、 

 番号１１番は、若柳地区の 田 ３筆 ２,５１１㎡、新規の使用貸借権設定の１案件、 
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 番号１２番は、金成地区の 田 ４筆 ４,８３５㎡、新規の賃貸借権設定の１案件、 

 番号１３番は、志波姫地区の 田 １筆 ２,３６８㎡、所有権移転売買の１案件、 

 以上、５案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

 次に、第３区の番号１４番から番号１６番までの３案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１４番は、栗駒地区の 田 ２筆 ３,８７５㎡、新規の賃貸借権設定の

１案件、 

 番号１５番は、鶯沢地区の 田 １筆 ２２５㎡、所有権移転売買の１案件、 

 番号１６番は、鶯沢地区の 田 ４筆 ３,０８２㎡、新規の賃貸借権設定の１案件、 

以上、３案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画についての、 

番号１番から番号 ６番までの６案件、 

番号８番から番号１６番までの９案件、 

合わせて１５案件について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 
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  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画についての、 

番号１番から番号 ６番までの６案件、 

番号８番から番号１６番までの９案件、 

合わせて１５案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

議長 

 日程第１２、議案第６号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 第３区の番号１番、番号２番の２案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１番は、栗駒地区の 田 ２筆 ２,４４９㎡、願出地は、平成１０年頃

に労力不足で耕作できなくなり原野化が進み現在に至るもので、農地への復元が困難であ

ることから、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 

 番号２番は、花山地区の 畑 １筆 １０,２９４㎡、願出地は、昭和３０年頃に先代

の労力不足で耕作できなくなり山林化が進み現在に至るもので、農地への復元が困難であ

ることから、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 

 以上、２案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、三浦 勇市 推進委員から報告願います。 

 

三浦 勇市 推進委員 

 報告いたします。去る５月２３日に４名にて、現地確認を行いました。 

 番号１番の件は、現地を確認しますと、全面に柳が繁茂し、今後農地への復旧は困難で

あると判断しました。 

 番号２番の件は、現地を確認しますと、山林にしか見えない状況で、筆界も分からない

状態となっており、今後農地への復旧は困難であると判断しました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い
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ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 

 議案第６号、非農地証明願については、原案のとおり承認することに賛成の委員は、 

挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１２、議案第６号 非農地証明願については、原案のとおり承認する 

ことに決定いたしました。 

 

議長 

日程第１３、議案第７号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、を議題と 

いたします。 

 番号１番から２２番までの２２案件について、議案の朗読を省略し、内容を事務局から

説明いたします。 

 

事務局 

 番号１番は、築館地区の 田 ６１１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２番は、築館地区の 田 ２００㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３番は、築館地区の 田 ５,９９６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４番は、栗駒地区の 田 ４２８㎡、地目は、登記は田、現況は原野、 

 番号５番は、栗駒地区の 田 １９９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６番は、栗駒地区の 田 ４６０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７番は、高清水地区の 田 ８８５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８番は、鶯沢地区の 田 ２１４㎡、地目は、登記現況とも田、 
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 番号９番は、鶯沢地区の 田 ４０４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０番は、金成地区の 田 ５５６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１番は、金成地区の 田 １,７７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２番は、金成地区の 田 ３８０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１３番は、金成地区の 田 ２７９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１４番は、金成地区の 田 ７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１５番は、金成地区の 田 １,１７７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１６番は、金成地区の 田 ２,５４０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１７番は、金成地区の 田 ４１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１８番は、金成地区の 田 ６６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１９番は、金成地区の 田 ３,０７２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２０番は、金成地区の 田 １,８１１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２１番は、金成地区の 田 ３,２５４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２２番は、金成地区の 田 ３,７４７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 以上、２２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第７号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、原案のとおり決定する 

ことに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１３、議案第７号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断については、

原案のとおり、決定することに決定いたしました。 
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議長 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和４年 第５回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 
 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後 ３時 １５分 閉会 ＞ 

 

 

本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名捺印する。 
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